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PSTI法適合宣言申請書の注意事項
◼ 申請書は最新版を利用してください。最新版でなければ受付できません。

◼ 申請ができるのは以下のどちらかです。
⚫ 申請製品の製造ベンダー（申請企業）自身による申請

⚫ 申請製品の製造ベンダー（申請企業）からの委任を受けた申請代行

◼ 本申請書が受理されると 「PSTI法適合宣言製品リスト」に掲載されます。
これにより、「3. PSTI法への同意事項」に記載されている事項を遵守することを条件として、英国での
流通にあたってJC-STAR適合ラベルを外部から直接確認できるように掲示することで、PSTI法で要
求される3つのセキュリティ要件に適合するとみなされます。

◼ 現在、PSTI法との相互承認が認められているのは「★1」適合ラベルのみとなります。
「★2」以上の適合ラベル取得製品についてPSTI法適合を証明したい場合には、「PSTI法適合」での確認
手続が完了した際に、同じ登録番号の「★1」適合ラベルを交付します。英国で流通させるPSTI適合製品
には「★1」適合ラベルを利用してください。

◼ 製品情報ページの記載内容と齟齬がある場合、本申請書に記載内容に自動変更します。

◼ 署名欄の上の段が「申請書が完成しました。」になればOKです。

PSTI法適合宣言申請書の書き方
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申請書ができていません。 申請書が完成しました。

申請書が正しく記入されると
このような表示になります。



申請日 ← 記入してください（20yy/mm/dd）

申請製品区分 ← 選択してください

申請企業の名称（日本語） ← 記入してください

申請企業の名称（英語） ← 記入してください

申請者の氏名 ← 記入してください

申請者の所属・役職 ← 記入してください

申請者の電話番号 ← 記入してください

申請者のE-mail ← 記入してください

申請代行企業の名称

申請代行者の氏名

申請代行者の所属・役職

申請代行者の電話番号

申請代行者のE-mail

申請代行の場合、申請代行委任状の添付が必要

1. 申請企業／申請者に関する情報

添付時にチェック 適合ラベル申請(代行申請)と同時の場合にチェック(申込書類に添付済)

「 PSTI法適合宣言申請書」シートの記入方法
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この列がすべて「OK」になるように
します。

「西暦4桁／月／日」で記入します。 申請者が下の「申請企業」と同じであれば「(申請企業)自身による申請」、
それ以外は「委任を受けた申請代行」を選択します。
なお、親会社・グループ会社・子会社等の場合、「申請代行」を選択します。

申請製品の「ブランド名を実際に保有」する企業名を日英でそれぞれ記入します。
なお、申請代行の場合、申請代行する企業名を記入しないように注意してください。

申請企業の連絡先情報として、申請者の氏名、所属（部門名）・役職、電話番号、E-mail
アドレスを記入します。申請者は申請企業に所属する者でなければなりません。
また、申請代行の場合であっても、申請企業の連絡先情報は必要です。申請代行企業の
連絡先情報を記入する場所ではありませんので、注意してください。

申請代行の場合、申請代行を行う企業名を記入します。また、連絡先情報として、申請代行者の氏名、所属（部門名）・
役職、電話番号、E-mailアドレスを記入します。申請代行者は申請代行企業に所属する者でなければなりません。
なお、申請代行を行わない場合はこの欄は記入不要です。

申請代行の場合、申請企業からの「申請代行委任状」が必要です。
申請時に申請代行委任状を添付のうえ、ボックスをチェックします。
なお、申請代行委任状の添付がない場合、申請代行はできません。

ただし、適合ラベル申込(代行申請)と同時に本申請書を提出する場
合に限り、申請書類に別添される委任状で代用します。その場合、
「 適合ラベル申請(代行申請)と同時の場合にチェック(申込書類に
添付済)」をチェックします。



申請製品の名称（日本語ページ表記） ← 記入してください

　　　　　　　　　　（英語ページ表記） ← 記入してください

← 記入してください（20yy/mm/dd）

申請製品のホームページ（URL）（日本語ページ表記） ← 記入してください

申請製品のホームページ（URL）（英語ページ表記） ← 記入してください

（申請製品に関する、又は申請企業の）問合せ窓口

（日本語ページ表記）
← 記入してください

（英語ページ表記）
← 記入してください

（申請製品に関する、又は申請企業の）不具合・脆弱性の届出窓口

（日本語ページ表記）
← 記入してください

（英語ページ表記）
← 記入してください

（申請製品に関する、又は申請企業の）脆弱性開示ポリシー掲載ホー

ムページ（URL）（日本語ページ表記） ← 記入してください

（申請製品に関する、又は申請企業の）脆弱性開示ポリシー掲載ホー

ムページ（URL）（英語ページ表記） ← 記入してください

申請製品のJC-STAR適合ラベル登録番号
← 適合ラベル登録番号を記入してください

2. 製品に関する情報

申請製品のサポート期間

上記のホームページ内に記載されている場合はチェック

上記の製品に関する問合せ先と同じ場合はチェック

適合ラベル申請と同時の場合にチェック

未定だが、適合ラベル交付日より2年間以上を保証

「 PSTI法適合宣言申請書」シートの記入方法
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申請製品の製品名称について、日本語ページ表記と英語ページ表記のそれぞれを記入します。
なお、英語ページ表記は必須です。（※「Japanese Product Name Only」は不可）

セキュリティアップデートの提供などを実施するサポート期間を「西暦4桁／月／日」で記入します。
なお、適合ラベル交付日より2年以上を保証する場合に限り、サポート期間を未定とすることができ
ます。その場合、上のボックスをチェックします。

申請製品の紹介ページのURLを日英それぞれで記入します。
製品固有の紹介ページがない場合には、トップページのURLでも構いません。
また、英語ページは必須です。（※「Japanese Website Only」は不可）

問合せ窓口の連絡先を日英それぞれで記入します。
なお、上記のホームページに記載されている場合には、チェックボックスを
チェックします。その場合、上記のURLが記載されます。
また、英語での対応窓口が必須です。

製品不具合・脆弱性の届出窓口の連絡先を日英それぞれで記入します。
なお、上記の問合せ窓口と同じ場合には、チェックボックスをチェックします。
その場合、上記問合せ窓口の情報が記載されます。
また、英語での対応窓口が必須です。

脆弱性開示ポリシーの掲載ページのURLを日英それぞれで記入します。
なお、英語ページは必須です。（※「Vulnerability Disclosure Policy in Japanese Only」は不可）

JC-STAR適合ラベル登録番号を記入します。
適合ラベル申請と同時に本申請書を提出する場合は、「適合
ラベル申請と同時の場合にチェック」をチェックしてください。



製品や脆弱性情報についての「英語」での情報提供や脆弱性窓口の設

置等が必要となることを理解し、同意します。
← 申請には同意が必要です

サポート期間の公表後にサポート期間を短縮することができないことを理解

し、同意します。
← 申請には同意が必要です

不適合の疑義が生じた場合におけるセキュリティ要件の遵守状況の調査

義務やセキュリティ違反の認識後の是正義務があることを理解し、同意しま

す。

← 申請には同意が必要です

脆弱性対応やサーベイランス対応を実施した場合に、10年間、その記録

を製造者側で保管する義務があることを理解し、同意します。
← 申請には同意が必要です

英国の規制当局（OPSS: Office for Product Safety and

Standards）が市場監視を行い、非準拠製品を発見した場合や通報に

よって摘発が行われ、違反した場合、罰金が課されることを理解しました。

← 申請には確認が必要です

北アイルランドはPSTI法の適用対象内（一部を除く）ですが、「本相互

承認の適用外になる」ことを理解しました。
← 申請には確認が必要です

PSTI法及びその他の英国法で規定されている事項（製品出荷後のセ

キュリティ対応体制（PSIRT）の整備等）を遵守することに同意します。
← 申請には同意が必要です

PSTI法では、適合宣言書（又はそのコピー）について発行日から10年

間又はサポート期間のいずれか長い方まで保管が義務づけられていること

を理解し、JC-STAR適合ラベルをその期間保存することに同意します。

← 申請には同意が必要です

IPAが、適合ラベル発行日（公開日）よりPSTI法が求める期間中、「適

合ラベル取得製品情報ページ」を公開し続けることに同意します。
← 申請には同意が必要です

3. PSTI法への同意事項

理解した場合にチェック

同意する場合にチェック

理解した場合にチェック

同意する場合にチェック

同意する場合にチェック

同意する場合にチェック

同意する場合にチェック

同意する場合にチェック

同意する場合にチェック

「 PSTI法適合宣言申請書」シートの記入方法
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この列がすべて「OK」になるように
します。

項目に記載の内容に同意する場合にボックスをチェックします。

項目に記載の内容に同意する場合にボックスをチェックします。

項目に記載の内容に同意する場合にボックスをチェックします。

項目に記載の内容に同意する場合にボックスをチェックします。

項目に記載の内容に同意する場合にボックスをチェックします。

項目に記載の内容に同意する場合にボックスをチェックします。

項目に記載の内容に同意する場合にボックスをチェックします。

項目に記載の内容を理解した場合にボックスをチェックします。
PSTI法に記載された事項に違反すると違法行為となり、罰則
の対象となることに留意ください。

項目に記載の内容を理解した場合にボックスをチェックします。
今回の相互承認の対象範囲に「北アイルランドは含まれない」こ
とに留意ください。



今回の申請の申請責任者(注1)の所属(注2)・役職

今回の申請の申請責任者(注1)の氏名・連絡先

今回の申請の申請責任者(注1)の署名(自署)欄

「 PSTI法適合宣言申請書」シートの記入方法
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本申請書に記載された内容に虚偽はありません。 ← 申請には内容の確認宣言が必要です

4. 申請内容に関する確認及び署名

申請内容について誤りがないことを確認した場合にチェック

申請内容に誤りがない場合にボックスをチェックします。

⚫ 申請責任者名義で作成します。

⚫ 申請責任者の署名（自署）が必要です。
本申請書を印刷し、申請者（又は申請代行者）の自署をしたファイル
（PDF推奨）も併せて提出ください。

⚫ 申請代行の場合は、申請代行組織の申請責任者名義で作成します。
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